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国の政策がどのようなものになるかは、自らの利益を左右する重要な要因となる。政策についての理解、さらには政策がどう展開するか予測するに その が生み出される背景にある 治 動態知ることが不可欠である。政治体制、政治制度、政治エリートの性質、歴史的な経緯などが、その場合の重要な情報とな 。比較政治学もそうした実用的な利益と大きく関わっていた。　
また、学術的な意味も小さくな






















る比較は、必ずし 自国との比較を前提としたものではない。そ根底には、自国政 を理解する、あるいは、外国政治を理解する、といった特定の国の政治を理解することを直接の目的 するのではなく、比較という方法によって一般的な政治事象に関わる因果関係を解明しよう う目的が想定されている。　
自然科学では、因果関係を検証
するためにしばしば実験が行われる。簡単な例 あげると、水を与えることが原因となって植物が生長するという結果が生まれ 、という因果関係を検証するには、他の条件（日照時間や気温など）を同じにしたう で、同じ種類の植物に対し、一方には水を与え、他方には水を与えない、という実験
をすることを考えるだろう。　
それでは、経済成長が原因と






















 近年は実験を取り入れた検証も政治学で行われるようになったので、実験が全く不可能な検証方法というわけ はなくなった。ただ、実験を適用でき 研究上の問いは限定されている。
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